
検査【CT・MRI・シンチ等】（鎮静あり）を受けられる（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）さんへ

説明日（　　　／　　　） 説明者（　　　　　　　　　　　　　　　　）      　　　　　 　STA5500020

月日（日時） ／

経過（病日等） 検査当日（前） 検査当日（後） 退院日

◆全身状態が安定している
◆検査を安全・安楽に受けることができる

　
◆鎮静剤投与を行った場合、覚醒を認めている
◆経口、経管摂取が可能である
◆造影剤使用の場合、明らかなアレルギー症状を認めない

【退院基準】
◆鎮静剤投与を行った場合、覚醒を認めている
◆経口、経管摂取が可能である
◆造影剤使用の場合、明らかなアレルギー症状を認めない

治療・薬剤 入院後点滴をとります 検査後、水分がとれたら、点滴を抜きます
（注射・内服）　 点滴の管を引っ張ったり、絡まったりしないよう注意して下さい

処置  （　　：　　）から検査になります 酸素マスクをしています
ストレッチャーに乗って（　　　　　）へ向かいます 酸素マスクをしている間は酸素モニターをつけます
※時間が多少前後することがあります 医師の許可があり、お子様が目を覚ましたら 

検査 　　検査までは病室でお過ごし下さい 酸素マスク・モニターを外します

病棟内は移動可能です 薬の影響でフラフラしたり、気分が悪くなることがあります
　※ベッド柵は一番上まで上げ落ちないように気をつけてください

お子様の傍を離れる際は、ベッド柵を一番上までお上げください
スリッパではなく運動靴の使用をお勧めします

検査までは、飲んだり、食べたりすることはできません

飲水・飲食以後気分が悪くなったら、看護師にお知らせください

特に制限はありません

担当医により入院治療計画・手術の説明があります 次回の外来日について医師より説明があります
看護師により入院や手術について説明があります 退院後の生活について看護師より説明があります
麻酔科医師・手術室看護師の訪問があります

注１  病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。      久留米大学病院　小児外科　東棟6階病棟病棟
注２　入院期間については現時点で予想される期間です。 　　 　　令和5年6月改訂
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検査終了後、目がしっかり覚めたら、お腹の音を確認し飲水・飲食可能
です

清潔

　活動・安静度

栄養

達成目標


